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単体テストの実行手順
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単体テスト環境の統一
•正確なテスト結果を得るには, ソースコードの挙動に影響を与える外
部環境について, 何をどのように利用するのか事前に決めておく必要
がある 

OS 

ミドルウェア 

外部リソース(ファイルなど) 

クラス変数 

データベース(テーブル内のデータの値)
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環境による処理結果の相違
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同じプログラム

同じプログラムでも環境によっては 
処理結果が異なる場合がある



ソースコード・テストコードのバージョン管理

• 外部環境だけでなくテスト対象のソースコードおよびテストコードもバージョ
ン管理が必要 

テストコードの実行中に故障が発見されるとその場で直して次の項目から
始めるプログラマ 

単体テスト時のソースコード品質が把握できなくなるだけでなく, 修正
したソースコードがすでに実施したテストケースをクリアできる保証
がなくなる 

テストコードに不具合があってテストが予想外の結果になった場合でも, 
後からそのテストコードを変更すると原因がわからなくなる 

• 単体テストが始まったら, 終了するまでソースコードに手を加えてはならない
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単体テスト実行中のソースコード修正はNG！
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単体テスト中に故障発見

単体テスト中に修正

同じテストケースで 
異なる結果となる



単体テスト実行の手順
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開発リーダー プログラマ

①単体テストを実行する

②単体テストの結果を確認する

③単体テストの結果を記録する

期待と異なる 
結果があるか？

④故障の原因を解析し 
修正する(デバッグ)

⑤テストコードを修正する

終了

テスト 
結果一覧

故障処理表 
(一覧表)

NoYes



単体テストの作業

 9

機能テスト

非機能テスト

テストケース一覧
テストケースに従って 
テストを実行する

バグを見つける

バグを直す単体テストの作業 
利用時に問題が起こらないソースコードの品質を確保するため,  

ソースコードのバグを見つけて修正する



非機能テスト
•非機能要件 

あるソースコードの機能を実現する際に, どのくらい遠く, 少ない
リソースで実現できるかという, 処理ロジック以外の視点での要件 

リソース：記憶容量, 通信データ量など 

• 精巧な地図が表示できるアプリケーションでも… 

表示時間に何時間もかかる・膨大な量のパケットが送られてくる 

• ソースコードだけでなく非機能についてもユーザの満足を得るレベル
にあるかどうかのテストを実施する必要がある
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非機能要件のテストとは
•非機能要求 ＝ 性能 

プロファイリングの実施 

ソースコードの実行に要する時間 

実行時のメモリ使用量などを分析すること 

• ソースコードの実行・記録だけでなくCPU利用率やメモリ利用量など
の情報も記録しなくてはならない 

非機能要件のテストには, プロファイリングツールなどのツールが
利用される
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故障の原因を解析し修正する(デバッグ)
テストで故障が起こる原因リスト
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原因 説明

設計書の記述ミス そもそも設計が間違っていたために, それに合わせて書いたソースコードも間違っているケース

ソースコードのミス ソースコードを作成する際に誤ったロジックを記述した場合や単純なプログラミングミス

テストケースのミス テストケースでの期待値が間違っていて, 実際のソースコードには問題がないケース

テスト環境のミス テストで使用するツールやライブラリのバージョンが間違っているケース

テスト実施のミス テストケースと異なる実行方法で実施して, 実際のソースコードには問題がないケース

その他 テストで使用したツールやライブラリ自体にバグがあるケース



機能テストの実践
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お題２
• 前回使用されたお題で作成したテストコードを用いて, バ
グが混入したShipping.javaを解析・修正してください
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コードについて
• コードは以下のURLからダウンロードすることも可能で
す. 

http://www.seshop.com/book/download/ 

ISBNを聞かれますので, 「978-4-7981-1463-7」
と入力してください 

• 「P.177」という題名のファイルに今回のコードがありま
す
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JUnitの実行
• 前回と同じ手順でShippingTest.javaを実行する 

• すると2箇所でテストが失敗する
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機能テストの結果の記録

• テストが失敗した2つのケースについて 

testCaculate23の詳細 

値として1200が期待されているのに1800が出力さ
れた 

• 故障一覧表に今回の内容を記載しておく
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故障の原因の解析と修正(デバッグ)

• デバッグの実行 

パッケージエクスプローラでテストクラス
「ShippingTest.java」を右クリック 

「デバッグ」→「JUnitテスト」を選択 

デバッグを実行する
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故障の原因の解析と修正(デバッグ)
デバッグ実行後の画面
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バグの修正

• 今回共に失敗しているのはMサイズの表示について 

Shipping.javaのMサイズ表示について確認してみると, 
99行目がif (total < 120)となっている 

3辺合計120cm以下がMサイズなのでif (total <= 
120)にすべき
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テストの再実行
• 修正後JUnitテストを再度実行し, バグが修正されたこと
を確認する 

この際, 修正によってデグレード(新たなバグ)が発生し
ていないかを確認するため, テストメソッドではなくテ
ストクラスに対してテストを実行する必要がある 

パッケージ・エクスプローラーでShippingTestクラ
スを右クリック→「実行」→「JUnitテスト」
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